
コンサルティングサー ビスのご提案

DXを実践できる人材・組織を育成する
実務型DX研修支援サービスご紹介

DX（Digital Transformation）はさまざまな企業における喫緊の経営課題であるもの
の、成功に至っていると自認する企業はいまだ少数のままです。

ご参考：総務省「デジタル・トランスフォーメーションによる経済へのインパクトに関する調査研究の請負 報告書（2021年3月）」

◼ DX人材を育成したいのに、ITやデータ利活用など要素技術の知識ばかり社員に詰め込んでいま
せんか？求められているのは、それら知識を使いこなしてDXを実現する人材のはずです！

（路上教習をせず、教科書による知識の習得だけでは、自動車を運転できるようにならないのと同じです。）

DXの実現は個社まかせ、
特段のサポートなし

DX人材の育成には知識習得と実践支援の両方が必要です！

データサイエンス、デザイン
思考、アジャイル開発・・・、
研修に関するさまざまな品
ぞろえ

一般的な研修会社の提供サービス（例） 当社が提供するサービス（例）

DXの要素技術に関する知識の習得に閉じず、業務への適用まで通しで
学ぶ設計とすることで、人材の即戦力化を狙う研修を提供いたします。

目標を見据えたカリキュラ
ム（例．Excelでできるデー
タ分析を使いこなせる！）

ワークショップやフォロー
アップでDX推進コンサ
ルタントとともに実践

◼ 目標や現状のスキ
ル、予算感などを踏
まえた研修の全体
像を設計します。

◼ 受講者が業務課題
等を持ち込み、解決
に向けた議論をする
場を提供します。

◼ 受講者がDX人材と
して一人立ちするま
でのサポート体制を
提供します。

Phase 1.

Input

Phase 2.

Workshop

Phase 3.

Follow-up

Phase 0.

Program Design

◼ 座学やe-learningに
より、必要な知識を
受講者に習得してい
ただきます。

知る わかる できる 使える
指示で
きる

知る わかる できる 使える
指示で
きる

◼ 研修事業とコンサルティング事業を併せ持つ当社が、DXの要素技術に関するインプットから業務
に定着させるサポートまで、一気通貫で伴走いたします。

◼ 貴社の事業目標や人材像のゴール、受講者の現状のスキルや予算感などを踏まえた研修の全
体像を設計し、ご提案いたします。一般的な流れは下図となります（詳細は次ページ）。

実務型DX研修支援サービスの進め方（例）

◼ より貴社の事業におけるDXを促す切り口でのコンサルティングサービスの紹介は、DX実現への
第一歩を踏み出したい企業を支援する伴走型アプローチのご紹介 (murc.jp) をご参照ください。

ご参考：DXはDとXの共進化

大量の知識をインプットしても使える道筋が見えないと学習意欲も低下 スコープを限定して使える道筋をウォークスルーすると実感が得られる

2024年9月

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/r03_02_houkoku.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2024/06/dx_04.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2024/06/dx_04.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2023/07/contribution2023-07_07.pdf


前ページ「実務型DX研修支援サービスの進め方（例）」の詳細イメージ

◼ 例えばデータ利活用では、データを分析すること、またはデータ自体に着目しがちですが、大事なのはビジ
ネスや業務の課題を解決できることです。データ分析そのものの技術・スキルだけでなく、データを活用して
業務の課題を解決する一連の流れを体感することが不可欠です。

◼ 貴社の目標や受講者の現状のスキル、予算感などを踏まえつつも
習得すべき技術やスキルの全体感を適切にとらえた上で
研修の全体像を設計・提案いたします。

Phase 0. Program Design

◼ 設計した研修カリキュラムを基に、必要な知識を受講者に習得していただきます。

◼ 研修は座学やe-learningで提供いたします。実施イメージは以下：

⚫ よくわかるDX導入と活用の仕方 (squet.ne.jp)

⚫ オンデマンド動画「よくわかるDX 導入と活用の仕方（財務・経理業務編）」ご紹介 (youtube.com)

⚫ オンデマンド動画「よくわかるDX 導入と活用の仕方（営業・マーケティング編）」ご紹介 (youtube.com)

Phase 1. Input

Phase 2. Workshop

◼ 基本的な知識・スキルを習得しただけでは、それらを活用した課題の解決に至らないことが多いです。
実際の課題解決を体験する、実践的な場を提供いたします。

⚫ 受講者に自業務における課題やデータを持ち込んでいただきます。

⚫ 当社コンサルタントが解決をサポートします。

- プロジェクト推進、全体ファシリテーションなどを担務

- 機能毎のコンサルタントをアサイン、専門的な知見から解決方針なども提供

⚫ 受講者間でも議論し、互いに教えあうことでさらなる成長も期待できます。

◼ 受講者自ら貴社の課題を解決できることが長期的な目標ですが、短期的には伴走者が必要なはずです。

◼ Phase2の中間・最終報告会を含むさまざまな機会に貴社へのアドバイザリに伺う形式でもご支援いたします。

◼ 利害関係者が多くなるDXプロジェクト
の推進には事務局機能が必要となる
こともあります（右図） 。この事務局の
ご支援もいたします。

◼ 他に、貴社要員のみでは手が足りない
大規模データや複雑な分析のトライ
アル、全社データ基盤・BIツール導入、
各種ITシステム設計・開発などの
案件についても、ご相談を承ります。

Phase 3. Follow-up

ICT・DXプロジェクトの推進体制（例）

プロジェクトオーナー

◼ PJ全体像の確認

◼ 関係部署への報告・
連携推進

システム
分科会

マインド改善分科会

事務局

◼ 全体スケジュールの管理

◼ 各分科会の進捗管理

◼ ベンダー・部門間との連携

データ
分科会

オペレーション
分科会

✓ ○○ ✓ ○○

対象部を中心に
関連部署メンバ

✓ ○○ ✓ ○○

部門横断リーダー会

対象部を中心に
関連部署メンバ

対象部を中心に
関連部署メンバ

対象部を中心に
関連部署メンバ

ICT・DXプロジェクトは社内外のステークホルダーが多く、関係者間
の調整やアウトプット管理、コスト・進捗管理が極めて重要であり、事

務局の役割・機能をフル活用する必要がある

事務局支援

リサーチ

マネジメント

レポーティング

アドバイザリ

ステコミ・他部門への報告・
資料作成支援

コントロール

直近PJ事例

MUFGグループネットワーク
を含めた事例・ケース調査

進捗・コスト・ステークホルダー
等の管理・監督

各会議体の運営・
成果創出に向けた支援

各会議体での意思決定に
向けた助言

客観的な立場でのPJ運営・進行支援

お問い合わせご 相 談 か ら 企 画 提 案 の ご 依 頼 ま で お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

お問い合わせはこちら

※上記ボタンをクリックすると、当社問い合わせフォームに遷移します
※紙でご覧の方はQRコードをお使いください

https://mypage.squet.ne.jp/user/categories/OS/IMDX_ALL.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=DoVAy6KFjqY
https://www.youtube.com/watch?v=WSBpGbb3smQ
https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
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